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要旨 

ポールマックリーン博士が提唱した「三位一体

脳モデル」では人間の脳は三層に分かれている

と考えられています。その中でストレス反応に

重要な部位はリンビックシステムの活性が関係

していると言われている。このケースレポート

では、周波数に着目し、UNI H&H 大学院で研究

開発された、MOZART GST がリンビックシス

テムに及ぼす影響を fMRI によって解析しまし

た。その結果、MOZART GST がリンビックシ

ステムの鎮静を促すと考えられ、慢性ストレス

の軽減につながる可能性があり、様々な健康効

果を及ぼすものと示唆されます。 

 

序論 

人間がストレスを感じるとストレス反応とし

て、視床下部-下垂体-副腎（HPA）軸が活動し

ます[1]。それにより、ストレス耐性ホルモンと

呼ばれる、コルチゾールが分泌され、神経系、

免疫系、循環器系、呼吸系など様々な臓器に影

響します[2]。慢性ストレスにより、コルチゾー

ルの分泌が上昇していきます[3]。さらに、慢性

ストレスにより、生活習慣病や統合失調症など

のメンタルヘルス異常などリスクが増加すると

考えられています[4]。ストレス反応をさらに読

み解く場合に、１つのモデルがあります。1960

年代にポールマックリーン博士が提唱した「三

位一体脳モデル」です。このモデルでは、人間

の脳は三層に分かれていると考えられていま

す。生命維持を司ると言われている、脳幹・脊

椎が含まれる爬虫類脳。②感受性、感情、情動

を司ると言われている扁桃体・海馬を含む大脳

辺縁系（リンビックシステム）。③創造性、慈

悲、思いやりなどを司ると言われている前頭

葉、頭頂葉などを含む人間脳。その中でストレ

ス反応に重要な部位はリンビックシステムの活

性が関係していると言われています。リンビッ

クシステムのネットワーク結合性（FC）上昇と

コルチゾールの分泌の上昇が相関関係にあるこ

とは分かっています[5]。近年の研究で音楽がリ

ンビックシステムに影響していることが分かっ

てきています[6]。UNI H&H 大学院で独自研究・

独自開発された MOZART GST がリンビックシ

ステムに及ぼす影響を fMRI に検証しました。 

 

研究方法 

31 歳の健常な男性に対して、MOZART GST の

試聴前後（Before のデータは MOZART GST 試

聴前、After のデータは 10 分試聴後、視聴しな

がらの計測）の扁桃体と海馬のネットワーク結

合性を fMRI（GE 社製、機種名 Brivo MR355）

にて計測した。fMRI 解析ソフト（SPM 及び

CONN17 toolbox for METALAB を使用していま

す。）採取したデータは解析を行った[7]。 

 

結果 

MOZART GST の試聴後、左扁桃体のネットワ

ーク結合性の変化は非常に小さかったが、右扁

桃体には変化があった確認された。また、左海

馬と右海馬のネットワーク結合性はそれぞれ低

下していた。 

 

考察 

慢性ストレスが過剰なコルチゾールの分泌に関

係してくることを示唆してきました。そして、

リンビックシステムのネットワーク結合性がコ

ルチゾールの分泌に影響してくるのも近年の研

究で分かってきています。今回のケースでは、

MOZART GST がリンビックシステムに影響を

fMRI で解析・分析を行い、扁桃体と海馬の左右



のネットワーク結合性がそれぞれ低下したこと

で、リンビックシステムの反応が下がったと考

えられ、MOZART GST を聴くことでストレス

反応の軽減とそれに伴うコルチゾールの低下が

期待できる。今回のレポートではサンプルサイ

ズが小さいため、今後はサンプルサイズを大き

くして、前頭前野や頭頂部などの他の部位や、

コルチゾールなどのホルモン変化の同時解析も

行っていく必要があると考えられる。 
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図１.fMRI 座標 

Region Side FC（BEFORE） FC（AFTER） 

扁桃体左 右 0.483151 0.366909 

左      0.905922 0.907713 

扁桃体右 右 0.900734 0.894621 

左 0.527447 0.385561 

海馬左 右 0.462655 0.378107 

左 0.77248 0.669437 

海馬右 右 0.804472 0.708445 

左 0.457241 0.508141 

図 2 .FC の BEFORE＆AFTER 
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